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本
大
会
に
向
け
、
式
部
さ
く
ら

分
団
で
は
出
場
選
手
と
同
分
団

員
で
構
成
す
る
サ
ポ
ー
ト
隊
が

一
丸
と
な
り
、
３
月
よ
り
週
２
回

の
自
主
訓
練
、
７
月
か
ら
は
本
訓

練
を
開
始
し
ま
し
た
。
大
会
が

10
月
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

長
期
の
訓
練
な
り
ま
し
た
が
、
選

手
、
サ
ポ
ー
ト
隊
の
皆
様
は
、
お

仕
事
ご
家
庭
を
持
た
れ
て
お
り

大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
会
当
日
は
良
い
天
気
に
恵

ま
れ
、
全
国
か
ら
44
チ
ー
ム
の

女
性
消
防
隊
が
あ
つ
ま
り
、
式
部

全国女性消防
操法大会出場
式部さくら分団

令
和
５
年
10
月
21
日
（
土
）
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
に
お
い
て
、
第
25
回

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
福
井
県
代
表
と
し
て
越
前
市
消
防
団

式
部
さ
く
ら
分
団
が
出
場
し
、
初
出
場
な
が
ら
、
敢
闘
賞
を
受
賞
ま
し
た
。

４番員 鎌谷 祐三子 

入団した年に団の事もあまり知らないまま操法

大会に出場することになり、訓練が始まりまし

た。選手とサポートが一体となり毎回の訓練を乗

り越えてきました。訓練の後半ではサポートの

方々にたくさん声を出していただいた事がとても

力になりました。操法大会に出場するか決める時

の分団会議で『訓練していく中で団結が生まれ

る』と聞いていましたが本当にそうだと実感しま

した。大会では、緊張しましたが全力で臨めたと

思います。無事に大会を終えた事、この機会をい

ただいた事、感謝しています。ありがとうござい

ました。

式部さくら分団 

分団長 河村尚恵

式部さくら分団発足から８年

で、初めて全国女性消防操法大会

という大舞台で東京へ。 

去年末、初めて髙橋団長から操

法大会出場の話があった時には、

只々ビックリで言葉に詰まってし

まい、「分団会議で意見を聞く場

を作って欲しい」と頼みました。

３月から規律訓練が始まり大会

までの道のりは大変でしたが、大

会は無事に故障者もなく見事な結

果を残せたと思っております。そ

の節には、心温まる激励、お志等

を頂き誠にありがとうございまし

た。そして、御指導頂いた福田・

堀両指導員、関係者の皆様、ホン

トにありがとうございました。 

指揮者 伊藤 久美子 

自主訓練から大会までの約８ヶ月。モグモグタ

イムを入れながら、週２回の訓練に取り組んでき

ました。指揮者に指名され、初めは大声をだすこ

とに恥ずかしさがありましたが、対面する仲間の

表情に、次第に声量も増してきました。10 月に入

ってから、何故か言葉に詰まることが増え不安も

ありましたが、本番では噛むことなく、周りの歓

声が気にならないほど集中して訓練の成果を発揮

することができました。貴重な経験をさせていた

だけたのも、団員、指導者、署員、団 OBの方々

の温かいサポートと見守りがあったからです！本

当にありがとうございました。式部さくら�これ

からもいろいろな所で咲かせましょう！きれいな

�を‼

１番員 谷川 智恵 

東京の大会会場では、操法後に涙を流したり、

抱き合ったりしている他のチームもたくさんい

て、こんなアツい場所に連れて来てもらえたこと

がとても嬉しかったです。そんな大会で、緊張の

中でも、自信を持って、集中して、そして楽しむ

ことができました。式部さくら分団のメンバーに

加え、他分団の団員、消防署員の方々など、多く

のお手伝いやアドバイス、応援のおかげです。こ

の場を借りて皆様に感謝申し上げます。そして、

選手のみなさん、ありがとうございました！一緒

にがんばった日々は私の宝物です！

３番員 酒井 昭代 

応援してくださった方、サポートしてくれた団

員、指導してくださった福田・堀両指導員、お世

話になりました。はじめにお話を頂いた時、時間

が取れるか、操法の所作についていけるか、不安

でした。とりあえず、前向きに行こうと始めまし

たが、負けず嫌いが出はじめ、もっと真剣にやら

ないと、という思いになっていきました。寒さに

ふるえ、汗だくになりながらも、訓練ではたくさ

ん悩み、緊張し、必死になり、青春していたなぁ

と思います。結果は悔しかったですが、無事やり

通すことができてよかったです。お世話になった

方々、ありがとうございました。 

２番員 宝泉 のり子 

はじめに、訓練中はたくさんのご指導 ・ご支援を

いただき心から感謝いたします。操法独特の動作は

戸惑いが多く、特にホースの扱いには最後まで苦戦

しました。延長 ・運搬 ・結合全てにおいて問題の連

続でした。そんな時、色々な方が策を練ってくれた

ことがありがたく嬉しかったです。「放水はじめ」

動作の時短研究では団員皆で盛り上がりました。本

番は大都会東京の空気と他県団の質の高さに感激。

緊張なくあっという間に終了。結果は残せませんで

したが、二度とない経験を共にした仲間が宝となり

ました。今後この団結力で活動に努めます。

補助員 高柳 明美 

大会に参加します！と手を挙げました。補助は大変だと、訓練をすればする程、身体が悲鳴をあげ

ました。不安でしたが、寒い頃から、猛暑も仲間たちと共に乗り越えることができました。大会当日

は秋晴れのもと、とても清々しく、関わった皆さんを思いながら、感謝と感動で心が震えました。私

の人生に記録と記憶が刻まれたのです。年齢的にこれが最後…私にとって、貴重な体験になりまし

た。ぜひ皆さんもチャレンジしてください。 

さ
く
ら
分
団
も
日
々
訓
練
し
た

成
果
を
十
分
発
揮
し
、
素
晴
ら

し
い
ポ
ン
プ
操
法
を
展
開
し
ま

し
た
。
操
法
後
は
選
手
の
方
々

は
、
や
り
き
っ
た
表
情
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
を
通
し
て
式
部
さ

く
ら
分
団
の
皆
様
は
、
貴
重
な

経
験
や
技
術
を
得
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
越
前
市
消
防
団
の
活

性
化
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
式

部
さ
く
ら
分
団
の
益
々
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

石
川

副
団
長

あこがれの大会で操法を披露する式部さくら分団の選手

操法後、疲れを知らない選手と応援隊との記念撮影



大
虫
分
団

八
田
竜
佳

①
キ
ャ
ン
プ

②
為
せ
ば
成
る

③
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
自
分

も
貢
献
で
き
た
ら
と
思
う
か
ら

④
見
回
り
を
よ
く
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
⑤
少
し
で
も
知
識
を
付
け
地
域
の
役

に
立
て
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き

た
い
。

本
部
分
団

大
友
奈
々

①
野
球
観
戦

②
人
生
は
敗
者
復
活
戦

③
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
憧
れ
て
い
た

か
ら

④
地
域
に
貢
献
し
て
い
る

⑤
皆
さ
ん
に
防
災
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

西
分
団

笹
木
映
輝

①
ゲ
ー
ム

②
生
き
る

③
近
所
で
の
火
災
が
増
え
た
た
め

④
地
域
貢
献

⑤
老
朽
化
し
た
空
家
が
多
い
の
で
防

災
に
協
力
出
来
れ
ば
良
い
と
思
い

ま
す
。

表
彰
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
訓
練
に
参
加
さ
れ

た
消
防
職
員
・
団
員
の
皆
様
ご

苦
労
様
で
し
た
。

王
子
保
分
団
広
報

高
井
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年
の
瀬
も
押
し
迫
り
、
冬
の
訪
れ
を
感
じ
始
め
た
昨

今
、
日
本
の
周
辺
国
で
は
大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
沖
地
震
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト

ラ
島
マ
ラ
ピ
火
山
の
噴
火
が
立
て
続
け
に
起
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
上
で
の
厄
災
で
あ

り
、
南
海
ト
ラ
フ
も
そ
の
一
部
で
あ
る
。
我
が
国
に
お
い

て
も
他
人
事
で
は
な
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
活

発
な
動
き
を
み
せ
て
い
る
が
、
現
代
科
学
を
持
っ
て
し
て

も
地
震
、
噴
火
の
予
測
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

編集後記

令
和
５
年
度

福
井
県
定
例
表
彰

令
和
５
年
11
月
25
日
付

【
功
労
章
】

神
山
分
団

団
員

山
本
明
夫

吉
野
分
団

分
団
長

前
澤
行
雄

白
山
分
団

団
員

山
下

衛

服
間
分
団

分
団
長

上
坂

博

【
永
年
勤
続
精
績
章
】

南
分
団

団
員

砂
田
政
行

神
山
分
団

団
員

宮
本
光
俊

吉
野
分
団

団
員

青
山

晃

国
高
分
団

団
員

三
田
村
嘉
則

大
虫
分
団

団
員

左
近
良
広

大
虫
分
団

団
員

林

幸
治

坂
口
分
団

団
員

田
中
真
一

王
子
保
分
団

班
長

宮
川
善
大

王
子
保
分
団

班
長

坂
川
祐
次

北
新
庄
分
団

団
員

小
林
博
一

粟
田
部
分
団

副
分
団
長

林

雅
敏

粟
田
部
分
団

班
長

竹
内
和
男

粟
田
部
分
団

団
員

岩
本
光
弘

岡
本
分
団

団
員

山
口
充
男

南
中
山
分
団

副
分
団
長

白
崎
幹
治

南
中
山
分
団

班
長

清
水
孝
行

南
中
山
分
団

班
長

仲
谷
励
一

服
間
分
団

班
長

千
石
谷
幸
男

服
間
分
団

班
長

木
下
廣
明

【
無
火
災
竿
頭
綬
】

南
分
団

北
日
野
分
団

味
真
野
分
団

吉
野
分
団

団
員

和
田
雅
之

国
高
分
団

団
員

塚
﨑

衛

大
虫
分
団

団
員

民
谷
政
和

大
虫
分
団

団
員

中
嶋
勝
治

坂
口
分
団

団
員

坂
東
和
樹

王
子
保
分
団

団
員

山
本
栄
司

王
子
保
分
団

団
員

鈴
木
孝
幸

北
日
野
分
団

団
員

林

隆
則

北
新
庄
分
団

班
長

田
中
克
典

味
真
野
分
団

団
員

三
田
村
宏
文

白
山
分
団

団
員

坂
田
健
太

粟
田
部
分
団

団
員

谷
口

輝

岡
本
分
団

団
員

髙
橋
輝
樹

南
中
山
分
団

団
員

髙
橋
利
彰

服
間
分
団

団
員

長
谷
川
義
和

服
間
分
団

団
員

小
林

豪

【
精
勤
章
】

☆
30
年
勤
続

団
長

髙
橋
則
夫

西
分
団

団
員

生
田

静

西
分
団

団
員

蔭
山
英
一

吉
野
分
団

分
団
長

前
澤
行
雄

吉
野
分
団

班
長

河
野
久
徳

大
虫
分
団

団
員

田
中
康
雄

北
日
野
分
団

副
分
団
長

長
谷
川
幸

白
山
分
団

団
員

山
下

衛

☆
20
年
勤
続

南
分
団

団
員

砂
田
政
行

神
山
分
団

団
員

宮
本
光
俊

吉
野
分
団

団
員

青
山

晃

国
高
分
団

団
員

三
田
村
嘉
則

大
虫
分
団

団
員

左
近
良
広

大
虫
分
団

団
員

林

幸
治

坂
口
分
団

団
員

田
中
真
一

王
子
保
分
団

班
長

宮
川
善
大

王
子
保
分
団

班
長

坂
川
祐
次

北
新
庄
分
団

団
員

小
林
博
一

粟
田
部
分
団

副
分
団
長

林

雅
敏

粟
田
部
分
団

班
長

竹
内
和
男

表
彰
さ
れ
た
個
人
・
分
団
を

紹
介
し
ま
す
。  (

敬
称
略
）

「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
規
模
の
災
害
が
起
こ
る
か
？
」
は
わ

か
ら
な
い
。
但
し
、
日
本
列
島
は
４
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
重
な
り
、
環
太

平
洋
火
山
帯
に
沿
っ
て
い
る
の
で
、
い
つ
か
ど
こ
か
で
地
震
、
噴
火
は

絶
対
に
起
き
ま
す
。
勿
論
、
そ
れ
以
外
の
災
害
を
含
め
て
、
防
災
意
識

を
改
め
て
高
め
て
お
く
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
末
端
の
消
防
団
の
高
い
意
識
も
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

消
防
団
の
皆
さ
ん
、
今
年
一
年
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

北
新
庄
分
団

福
岡
貴
矢

令
和
５
年
度

福
井
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

令
和
５
年
11
月
25
日
付

【
功
労
章
】

東
分
団

分
団
長

齋
藤

修

吉
野
分
団

団
員

田
邉
一
郎

北
日
野
分
団

分
団
長

伊
藤
正
之

味
真
野
分
団

分
団
長

山
口
和
仁

粟
田
部
分
団

分
団
長

宇
野
喜
一

【
表
彰
章
】

西
分
団

団
員

蔭
山
英
一

吉
野
分
団

班
長

河
野
久
徳

大
虫
分
団

団
員

田
中
康
雄

王
子
保
分
団

分
団
長

青
木

充

王
子
保
分
団

副
分
団
長

永
谷
茂
生

北
新
庄
分
団

分
団
長

清
水
公
一

北
新
庄
分
団

団
員

小
林
博
一

味
真
野
分
団

班
長

山
本
聖
三

粟
田
部
分
団

班
長

竹
内
和
男

南
中
山
分
団

分
団
長

小
林
勇
人

服
間
分
団

副
分
団
長

仲
下
尊
徳

【
永
年
勤
続
精
績
章
】

東
分
団

団
員

宮
本
英
明

西
分
団

団
員

堂
前
貴
史

神
山
分
団

団
員

小
山
一
海

国
高
分
団

団
員

塚
崎
忠
徳

国
高
分
団

団
員

吉
田
孝
博

王
子
保
分
団

分
団
長

青
木

充

白
山
分
団

副
分
団
長

寺
尾
直
樹

岡
本
分
団

班
長

木
内
雅
昭

令
和
５
年
度

南
越
消
防
協
会
定
例
表
彰

令
和
５
年
11
月
19
日
付

【
功
労
章
】

式
部
さ
く
ら
分
団

団
員
宝
泉
の
り
子

東
分
団

団
員

近
藤

航

西
分
団

団
員

矢
部

学

南
分
団

団
員

是
廣
章
光

神
山
分
団

団
員

内
山
真
人

行事のお知らせ
年
末
特
別
警
戒

・
12
月
29
日
（
金
）
～
30
日
（
土
）

越
前
市
消
防
出
初
式

・
令
和
６
年
１
月
７
日
（
日
）

越
前
市
ア
イ
シ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
及
び
付
近
一
帯

第
70
回
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
警
防
訓
練

・
令
和
６
年
１
月
21
日
（
日
）

【
中
署
管
轄
】
・
越
前
市
深
草
一
丁
目

龍
泉
寺

【
東
署
管
轄
】
・
越
前
市
大
滝
町

大
瀧
神
社

令
和
５
年
10
月

新
た
に
辞
令
を

受
け
た
方
々
で
す

①
趣
味

②
座
右
の
銘

③
入
団
し
た
理
由

④
消
防
団
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

⑤
今
後
の
抱
負

歓迎

毎
年
開
催
の
南
越
消
防
総
合

訓
練
が
、
11
月
19
日
（
日
）、
中

消
防
署
管
内
の
武
生
中
央
公
園

内
で
実
施
さ
れ
、
消
防
職
員
、
越

南
越
消
防
総
合
訓
練

前
市
消
防
団
（
中
消
防
署
管
内

の
10
分
団
）、
池
田
消
防
団
、
南

越
前
消
防
団
、
総
勢
３
１
１
名

が
出
場
し
、
多
く
の
市
民
が
見

守
る
中
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

初
め
に
、
公
園
内
の
「
ま
さ

か
り
ど
ん
」
の
館
内
で
式
典
を

実
施
し
、
南
越
消
防
協
会
定
例

表
彰
、
管
理
者
告
辞
な
ど
が
行

わ
れ
、
続
い
て
、
訓
練
に
移
り

消
防
職
員
・
団
員
・
地
域
住
民

及
び
関
係
機
関
が
一
体
と
な

り
、
地
震
に
よ
り
中
央
公
園
内

で
発
生
し
た
多
数
の
傷
病
者
救

出
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
訓
練
の
目
玉
と

な
っ
た
、
福
井
県
の
防
災
ヘ
リ

と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
２
機
が
飛

来
し
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
か

ら
、
ヘ
リ
に
よ
る
病
院
搬
送
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
噴
水
広
場
で
一
斉

放
水
に
よ
る
延
焼
防
止
の
消
火

活
動
が
実
施
さ
れ
、
訓
練
を
終

了
し
ま
し
た
。
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南
中
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分
団

副
分
団
長

白
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幹
治

南
中
山
分
団

班
長

清
水
孝
行

南
中
山
分
団

班
長

仲
谷
励
一

服
間
分
団

班
長

木
下
廣
明

服
間
分
団

班
長

千
石
谷
幸
男

☆
10
年
勤
続

本
部
分
団

団
員

芹
川
麻
菜
美

西
分
団

団
員

大
友
清
貴

西
分
団

団
員

吉
野
雅
晴

南
分
団

団
員

林
真
太
郎

吉
野
分
団

団
員

榎

真
吾

吉
野
分
団

団
員

的
場
育
生

国
高
分
団

班
長

宇
野
勝
也

国
高
分
団

班
長

上
木
一
範

国
高
分
団

団
員

塚
崎
安
彦

大
虫
分
団

団
員

三
好

亮

坂
口
分
団

団
員

谷
口
嘉
一

坂
口
分
団

団
員

野
村
秀
樹

王
子
保
分
団

団
員

野
﨑
芳
彰

王
子
保
分
団

団
員

安
井

健

北
日
野
分
団

団
員

吉
田
哲
也

北
日
野
分
団

団
員

越
野
友
仁

北
日
野
分
団

団
員

玉
川
隆
行

北
新
庄
分
団

団
員

尾
形
秀
二

北
新
庄
分
団

団
員

米
谷
大
輔

味
真
野
分
団

団
員

佐
々
木
貴
幸

味
真
野
分
団

団
員

蓑
輪
武
彦
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真
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分
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員

増
田

誠
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山
分
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員

本
多

勇

粟
田
部
分
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団
員

福
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本
分
団

団
員

山
田
篤
行

服
間
分
団

団
員

矢
野
晋
次

服
間
分
団

団
員

武
田

勲

服
間
分
団

団
員

上
坂
英
輝

服
間
分
団

団
員

福
田
康
二


